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小児救急委員会報告

平成 21年 9月 ・小児故急委員会 「いわゆる
“
出口

"

問題」ワーキンググループにおいて,小 児救急息者救

命後の長期入院に関する全国調査を行い,急 性期の病

院小児科における長期入院息者の実態を明 らかにし

たい。今回は,長 期入院を余儀なくされ,慢 性期病棟ヘ

の転棟 ・転院や退院ができない小児の背景を探ること

にした。

平成 21年 9月 9日 現在の長期入院息者に関し,小児

科専門医研修施設 578施設に 「急性期の医療により病

態は安定したが,そ の後長期にわたって退院ができな

い。という状況に陥っている小児患者」に関するアン

ケー ト調査を行ったH,こ の資料をもとに,長 期入院を

余儀なくされる因子を解析することにした。対象は,

回容のあった 244の息者票のうち,完 全回答のあった

204名分とした.

息者年齢,入 院期間,気 道確保,栄 養,静 脈ルー ト,

自由記載欄における受入施設の有無,親 の退院に関す

る不安といった項 目について,退 院見込みのない割合

との関連を解析 した.な お,統 計学的な検定は,χ二乗

検定を用い,危 険率を50/0とした、

結  果

年齢層別の退院見込みなしの害J合を表 1に 示す.0～

4歳 49.6%‐5～9歳 60.9%、10～14歳 82.4%‐15歳以

上 72.7%と ,退 院見込みなしの割合 に開 きがみ られ

た。また,0～4歳 の群 と10～14歳の群では,統 計学的

に有意差を認めた

入院期間別の退院見込みなしの割合を表 2に 示す.

退院見込みなしの割合は,6か 月未満の 30.2%か ら3

年以上の入院者では 82.5%ま で,入 院期間の伸びとと

もに高まる傾向が見 られた.6か 月未満 と1～3年 ,3

年以降の群 との間では有意差を認めた.さ らに,6～ 12

か月と3年 以上の群においても,統 計学的に有意差を

認めた.

気道確保 ・栄養 ・静脈ルー トと退院見込みなしの割

合を表 3に 示す。退院見込みなしの割合は,気 道確保

のない自力で 32.5%,気 管挿管で 67.7%,気 管切開で

62.40/0であ り,自力と気道確保,気管切開との間に有意
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表 1 年 齢層別の退院見込みなしの割合 (完

全回答の 204例 を解析)

年齢 退院見込みなし

0～ 4歳

5～ 9歳

10～ 14歳

15歳以上

平ウ号繊鍬1帥
16/22(72.7%)

合計 117/204(57.4%)

法方

差を認めた。なお,気 管挿管 と気管切開の間では有意

差を認めなかった。

一方,栄 養方法によって退院見込みなしの割合に大

きな差を認めず,経口42.1%,チューブ57.6%,胃ろう

63.4%と若子の差はあるものの,統 計学的な差を認め

なかった.さ らに,静 脈ルー トの有無も,退 院見込み

なしの割合に影響は少なく,静 脈ルー ト 「あ り」で

64.1%,「なし」で55.8%であつた (有意差なし).

表 4に受入施設,親 の不安の有無と退院見込みなし

の割合を示す.「受入施設なし」の記載がある場合の退

院見込みなしの割合は67.2%であったが,こ うした記

載がない場合には43.5%であり,有 意差を認めた.

一方,退院に関する親の不安については,「不安あり」

の記載がある場合に退院見込みがない割合は63.7%,

記載がない場合の割合は52.2%と統計学的な有意差

を認めなかった。

結  論

小児救急委員会 ・移行問題ワーキンググループは,

平成 21年 9月実施のアンケー ト調査をもとに,救急救

命後の小児の長期入院を余儀なくされる因子を検討し

た。

この結果,

・年齢が高い

。入院期間が長い

・気道確保 (気管挿管,気 管切開)が なされている

・受入施設がない

場合に退院見込みなしの割合が高いことが判明した。

一方,チ ユーブ栄養や胃ろう,静 脈ルー トの存在は

退院見込みに大きな影響を与えなかった。さらに,退



日児司き  115 (4), 2011

院に関する親の不安も退院見込みに関しては,統 計学

的に有意な影響を与えなかった,

気管挿管や気管切開を行った年長の患者の受入に関

して施設が十分整備されること,入 院早期に転棟 ・転

院に関したオリエンテーションの実施等が求められる.
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表 2 入 院期間別の退院見込みなしの割合 (完全回答の 204例 を解析)

及3 気 道確保 ・栄養 ・静脈ルー トと退院見込みなしの割合(完

全回答の 204例 を解析)

栄養 (経口,チ ューブ,胃 ろう)の 形態や静脈路の有無で退

院見込みに有意差はなし.

表 4 受 入施設 ・親の不安の有無と退院見込みなしの割合 (完全回答の

204例を解析)

入院期間 退院見込みなし

6か 月未満

6～ 1 2か月

1～ 3年

3年以上

影暑鶴鍬1帥
47/57(82.5%)

帥

1印

合計 117/204(57.4%)

気道確保 退院見込みなし

自力 (なし)

気管挿管

気管切開 セン毬協鍬)開WI印
栄養 退院見込みなし

経回

チューブ

胃ろう

8/19(42,1%)

83/144(57.6%)

26/41(63.4%)

静5FRルー ト 退院見込みなし

あり

なし

25/39(64.1%)

92/165(55.8%)

受入施設 退院見込みなし

「受入施設なし」の記載
あるもの

ないもの 粉謎枢:琳)P封皿
退院に関する親の不安 退院見込みなし

「不安あり」の記載
あるもの

ないもの

58/91(63.7%)

59/113(52.2%)

退院に関する親の不安の有無では退院見込みに有意差なし.


